
    

【
期
末
保
護
者
会
で
話
し
た
こ
と
】 

  

先
週
金
曜
日
、
百
四
十
数
名
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
全
体
会
、
学
年
全
体
会
、
学
級
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

以
下
の
よ
う
な
内
容
を
全
体
会
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

(

一)

「
継
続
す
べ
き
こ
と
・
う

ま
く
い
っ
た
こ
と
」
…
定
着
さ
せ

て
い
き
た
い
こ
と
。 

○
「
黙
想
と
写
本
」
…
図
書
室
に

関
連
書
籍
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
貸

し
出
し
数
が
増
加
。
六
〇
〇
字
の

マ
ス
目
に
全
員
が
残
さ
ず
書
き
写

す
取
り
組
み
を
す
る
学
級
が
出
る
。 

○
「
学
び
合
い
」
…
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
そ
の
ま
ま
に
し

な
い
。「
教
え
て
！
」
「
い
い
よ
！
」
の
関
係
が
作
ら
れ
る
。 

授
業
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
答
え
た
生
徒
の
割
合
は
、

三
年
生
七
十
一
％
、
二
年
生
亓
十
九
％
、
一
年
生
亓
十
八
％
。 

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
学
習
は
楽
し
い
と
答

え
た
生
徒
の
割
合
は
、
三
年
生
八
十

八
％
、
二
年
生
七
十
四
％
、
一
年
生
八

十
三
％
。 

○
「
笑
顔
の
挨
拶
」
…
自
分
か
ら
挨
拶

す
る
生
徒
、
立
ち
止
ま
る
等
の
オ
プ
シ

ョ
ン
付
き
で
挨
拶
す
る
生

徒
、
来
校
さ
れ
た
方
々
の

評
価
が
高
い
。 

○
「
感
動
の
歌
声
」
…
三

年
生
の
取
り
組
み
が
す
ご

い
。
下
級
生
の
す
ば
ら
し

い
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

○
「
自
律
の
部
活
動
」
…

二
年
生
中
心
の
活
動
に
移

行
。
県
新
人
大
会
に
、
テ

ニ
ス
男
女
、
卓
球
男
女
、

柔
道
、
剣
道
、
陸
上
の
各
部
が
出
場
！
そ
れ
以
外
の
部
も
葛

南
大
会
、
市
内
大
会
等
で
入
賞
、
一
人
で
も
練
習
に
励
む
姿

が
。 

○
「
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
…
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
七
名
、

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
九
名
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
名
、
合

計
二
十
名
の
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
支
援
。 

○
「
感
激
の
清
掃
」
…
清
掃
強
化
週
間
の
ト
イ
レ
掃
除
が
す

ご
か
っ
た
。
一
生
懸
命
無
言
で
隅
々
ま
で
自
分
の
分
担
以
外

も
頑
張
っ
て
い
た
。 

○
「
残
菜
ゼ
ロ
運
動
」
…
三
年

亓
組
が
東
日
本
大
震
災
以
降
食

べ
物
を
大
切
に
す
る
取
り
組
み

を
継
続
。
他
学
年
に
も
波
及
。

全
体
と
し
て
も
残
菜
激
減
。 

○
「
行
事
」
…
体
育
祭
、
合
唱

コ
ン
、
壮
行
会
、
文
化
祭
等
で

自
分
た
ち
を
表
現
す
る
力
が
す

ご
い
。 

○
「
時
間
の
意
識
」
…
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
っ
て
動
く
の
で
は
な
く
、

自
分
で
時
間
を
意
識
す
る
た
め

に
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
を
実
施
。
声

を
掛
け
合
う
姿
。
時
間
を
気
に

す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。 

○
「
朝
自
習
」
…
三
年
生
進
路

実
現
に
向
け
て
自
主
的
に
朝
の

部
活
動
の
時
間
に
登
校
し
、
学

習
を
始
め
る
生
徒
が
増
え
て
い

る
。 

○
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
」
…
「
湖
北
中
学
校
」
が
検
索

サ
イ
ト
で
一
位
（
今
ま
で
は
四
位
）
生
徒
会
や
部
活
動
等
、

生
徒
が
更
新
で
き
る
も
の
は
、
生
徒
の
手
に
。 

○
「
長
期
欠
席
や
学
級
外
登
校
の
改
善
」
…
登
校
す
る
回
数

が
増
え
て
い
る
生
徒
、
原
因
を
解
決
す
る
生
徒
が
増
加
。 

○
「
チ
ー
ム
対
応
」
…
情
報
を
共
有
し
、
組
織
対
応
す
る
。

先
生
方
の
仲
が
い
い
（
馴
れ
合
い
で
は
な
く
） 

 

（
二
）「
問
題
点
・
工
夫
す
べ
き
こ
と
」
…
事
実
と
し
て
認
識

す
べ
き
こ
と
。 

○
「
自
治
活
動
」
…
先
生
主
導
の
場
面
が
ま
だ
多
い
。
生
徒

の
問
題
意
識
が
上
が
ら
な
い
。 

○
「
授
業
改
善
」
…
ま
だ
全
員
が
わ
か
る
・
で
き
る
授
業
に

な
っ
て
い
な
い
。 

○
「
家
庭
学
習
」
…
三
十
分
に
も
満
た
な
い
生
徒
の
割
合
が
、

三
年
生
四
十
亓
％
、
二
年
生
六
十
六
％
、
一
年
生
四
十
二
％
。 

○
「
清
掃
活
動
」
…
目
的
の
な
い
清
掃
、
清
掃
に
対
す
る
意

識
の
低
さ
、
二
十
％
余
り
が
取
り
組
め
て
い
な
い
。 
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○
「
公
共
の
意
識
」
…
ガ
ラ
ス

の
破
損
増
加
（
昨
年
度
の
二
倍
）
、

壁
の
足
跡
、
机
・
椅
子
の
使
い

方
が
よ
く
な
い
。 

○
「
問
題
意
識
」
…
問
題
行
動

が
見
逃
さ
れ
る
。 

○
「
い
じ
め
問
題
」
…
一
学
期

は
解
消
し
た
が
、
二
学
期
も
新

た
に
起
き
て
い
る
。 

 

（
三
）「
行
動
可
能
な
改
善
策
の
立
案
」
…
三
学
期
に
試
行
す

べ
き
こ
と 

○
「
自
治
活
動
」
…
生
徒
会
組
織
の
見
直
し
、
具
体
的
な
場

の
設
定
（
生
徒
に
よ
る
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
実
施
） 

○
「
授
業
改
善
」
…
校
内
研
究
授
業
の
実
施
、
授
業
の
相
互

参
観
の
実
施
、
「
学
び
合
い
」
の
理
論
学
習 

○
「
家
庭
学
習
」
…
ワ
ン
デ
ー
ワ
ン
ペ
ー
ジ
の
活
用
推
進
、

「
朝
自
習
」「
放
課
後
学
習
会
」
の
試
行 

○
「
清
掃
活
動
」
…
き
れ
い
に
な
っ
た
状
態
を
可
視
化
し
（
写

真
に
撮
り
）
役
割
分
担
を
再
確
認
、
評
価 

○
「
公
共
の
意
識
」
…
大
掃
除
の

実
施
、
過
失
か
故
意
か
で
被
害
届

の
検
討
、「
公
共
の
秩
序
を
守
る
」

学
習 

○
「
問
題
意
識
」
…
問
題
行
動
に

対
す
る
情
報
収
集
、
そ
の
都
度
ひ

と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
解
決 

○
「
い
じ
め
問
題
」
…
い
じ
め
問

題
の
三
悪
に
対
す
る
徹
底
指
導
、

「
い
じ
め
は
重
大
な
人
権
問

題
」
で
あ
る
と
い
う
職
員
意
識

の
再
確
認
（
①
～
③
の
指
導
に

対
す
る
共
通
理
解
） 

①
「
い
じ
め
ら
れ
る
人
に
も
原

因
が
あ
る
」
…
結
果
責
任
に
つ

い
て
の
指
導
徹
底 

②
「
そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
な
か

っ
た
」
…
過
失
責
任
に
つ
い
て

の
指
導
徹
底 

③
「
見
て
い
た
だ
け
で
何
も
し
て
い
な
い
」
…
不
作
為
の
意

味
と
指
導
徹
底 

 

学
校
は
、
「
公
共
」
の
教
育
の
場
で
す
。
「
公
共
の
秩
序
」

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
中
学
校
卒
業
後
、
社
会
に
出
て
自
立
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
生
徒
も
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
学
校
が
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
卒
業
に
向
け
て
そ
の
準
備
を
す
る
こ
と

も
必
要
な
の
で
す
。 

故
意
に
人
の
生
命
財
産
を
脅
か
せ
ば
、
謝
罪
云
々
な
ど
と

い
う
前
に
法
で
裁
か
れ
、
責
任
を
問
わ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ

は
年
齢
に
関
係
な
く
行
わ
れ
る

の
で
す
。
学
校
の
中
だ
か
ら
許

さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な

い
の
で
す
。
学
校
が
関
係
機
関

（
警
察
、
児
童
相
談
所
、
家
庭

裁
判
所
、
福
祉
課
、
子
ど
も
課
、

教
育
研
究
所
、
ヤ
ン
グ
手
賀
沼
、

自
治
会
等
）
と
連
携
す
る
と
い

う
の
は
当
然
の
こ
と
な
の
で
す
。

し
か
し
、
学
校
は
社
会
に
出
る

生
徒
に
と
っ
て
温
室
で
な
け
れ

ば
な
ら
い
と
い
う
の
も
事
実
で

す
。
な
ぜ
な
ら
失
敗
か
ら
学
ぶ

べ
き
こ
と
も
沢
山
あ
る
か
ら
で

す
。
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
失

敗
で
な
け
れ
ば
、
改
善
の
た
め

に
何
度
で
も
や
り
直
す
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
切
な
の

が
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
す
る
こ
と
で
す
。
直
接
話
す
こ
と

も
せ
ず
学
校
が
家
庭
の
文
句
を
職
員
室
で
言
っ
た
り
、
保
護

者
が
担
任
や
顧
問
、
学
校
の
悪
口
を
子
ど
も
と
話
し
た
り
し

て
い
た
の
で
は
、
連
携
ど
こ
ろ
の
話
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
人
が
不
信
感
を
顕
わ
に
し
た
ら
子
ど
も
が
可
哀
想
で
す
。

保
護
者
が
信
頼
し
て
い
な
い
学
校
に
毎
日
通
い
、
学
校
が
不

信
感
を
持
つ
家
庭
に
毎
日
帰
っ
て
い
く
の
で
す
。
互
い
の
不

信
感
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
き
、
相
手
に
思
い
を
伝

え
る
方
法
に
よ
っ
て
伝
わ
り
方
が
違
い
ま
す
。
手
紙
や
メ
ー

ル
な
ど
の
言
葉
だ
け
で
は
七
％
、
声
が
聞
こ
え
る
だ
け
の
電

話
は
三
十
八
％
、
表
情
だ
け
だ
と
亓
十
亓
％
伝
え
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
直
接
対

話
が
も
っ
と
も
相
手
に
思
い
が
伝
わ

る
方
法
で
す
。
学
校
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。
行
事
や
部
活
動
で
先
生

方
と
直
接
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
が
子
ど
も
達
の
学
校
生
活
に
大
き

く
響
い
て
き
ま
す
。 


